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１．はじめに 

現在、建設事業において ICT を利用した業務効率

の改善が求められている。これには測量・設計・施

工・管理という建設プロセスにおいて発生する情報

を適切に蓄積、運用する必要がある。特に重要とな

る形状データについては、測量技術や CAD をはじ

めとした CG 技術の発達により、一貫した 3 次元デ

ータを流通させることが有効である。 

3 次元データの利用について、これまで筆者らは、

監督・検査業務といった管理の段階における効率化

を図り、一応の成果がみられた 1)2)。また、施工の段

階についても情報化施工をはじめ民間企業を中心

に有効性が示されつつある。 

ここで、建設ライフサイクルにわたる 3 次元デー

タの流通について現状と期待される有効性につい

て示す(図－1)。測量の段階では、より効率的な測量

手法としてトータルステーション測量や GPS 測量

をはじめとした 3 次元測量が普及しつつある。一方

で施工や管理といった局面では、有効性が示されつ

つも 3 次元設計データの作成が難点となっている。

設計段階において測量から施工、管理へとシームレ

スなデータ移行が重要である。以上を踏まえ、本研

究では設計の段階に対して有効な 3次元データ利用

を提案する。 
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２．設計業務の問題点 

 現行の設計業務は各構造物単体で検討される。さ

らに平面図や横断図、縦断図などといった 2 次元の

設計図面のみで設計を進める従来の手法では、経済

性や機能性の一部を検討することは可能だが、景観

性や複数の構造物や現況地形などとの相互関係の

考慮といった総合的な質の高いデザインを行うこ

とは困難である。 

 

３．TuC の提案 

 本研究では Total Design using CAD(以下 TuC)を提

案し、駅周辺整備事業や分水路工事において実証実

験を行っている。本稿では提案手法の概要と考察に

ついて述べる。実証実験の詳細については発表時に

報告する。 

個別に設計された複数の設計対象物や既存構造

物、現況地形に対して、3 次元形状を付与すること

で対象現場を 3D-CAD で再現(TD フィールド)する。

この TD フィールド上で空間照査や時間照査するこ

とで、景観性および経済性、機能性の検討や図面の

整合性の確認を行い、個別の設計案を改善する(図－

2)。このようにデザインの質を高めることを目的と

し、照査・改善・再照査を繰り返す(図－3)。 

 TD という設計手法の中心に 3D-CAD を据えるこ

とで、3 次元測量データに既存構造物や設計対象物

の 3 次元モデルを加え、施工・管理データへのシー

ムレスに移行することが可能であると考える。 
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図-1 3 次元データの流通 

図-2 TuC の概念図 

図-3 検討の流れ 
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４．考察 

4－1 関係者の役割 

駅周辺整備事業では歩道橋を設計対象とし、隣接

する駅舎や鉄道橋、電停、地下埋設管との関係性を

考慮した検討を行った。ここでは、3D-CAD による

対象現場の再現と景観の検討を大学で行い、構造計

算を含めた図面作成をコンサルタントが担当した。 

分水路工事については現場が景勝地であったた

め、景観性の検討を委員会のメンバーと大学を中心

に行った。検討に用いる対象地周辺の 3 次元モデル

を３D-CAD を使い大学で作成した。また複数の設

計案の 3次元モデルから抽出した横断図を基にコン

サルタントが水理計算を行った。 

経済性、機能性、景観性という各視点からの検討

を発注者、技術系エンジニア(コンサルタント)、景

観デザイナが行う必要がある。また検討の土台とな

る TD フィールドを測量データと各種図面から

3D-CAD によって構築し改善案の反映を行う役割と

して TD マネージャが必要となる（図－4）。 

4－2 TD マネージャについて 

今回の実験では、TD マネージャは TD フィール

ドという検討の土台を構築することが主な役割で

あり、3D-CAD のオペレータに近かった。しかし実

際に、駅周辺整備事業の事例のような景観に関する

有識者を据えていない現場を考慮すると、TD フィ

ールドで TD マネージャがあらゆる視点から景観性

を確認し担保することが重要である。 

一方で施工や管理の段階では 3次元データを用い

ることで業務効率化が可能となりつつあるが、設計

データの作成や取得したデータの整理が難点とな

っている。本来、設計が終わった時点で施工へ運用

する設計データが、施工が終わった時点で施工デー

タや管理データが作成されるべきである。TD マネ

ージャは、3D-CAD を基盤とし建設ライフサイクル

全般の情報運用を支援することで生産性を発揮す

ると考える(図－5)。これまで維持管理までを含めた

工事全体のマネジメントは発注者が行ってきた。し

かし、担当が約 2 年程度で移動となることや進歩し

続ける情報技術を利用した業務効率の改善が求め

られる中では、TD マネージャという新たな役割を

設け、建設情報の運用をベースとして、発注者と共

に工事全体のマネジメントを行っていくことが業

務効率の改善に有効である。 

５．おわりに 

 本研究では、設計業務の効率化へ向けて 3D-CAD

を利用した TD という新たな設計手法について提案

した。建設情報の運用と 3 次元データを利用した設

計の質の向上を考えると、TD マネージャという新

たな役割が必要である。さらに工事全般のシームレ

スなデータ運用を考えると TD マネージャは発注者

とともに建設プロセス全体のマネージャであるべ

きという結論に至った。今後さらに実証実験を進め

本研究の有効性について検証していきたい。 
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図-5 TD マネージャの役割とデータの流れ 
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